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１．岡山県の 髙橋 徹 県議会議員（中区）と、 

意見交換を行いました！（1/31） 

【岡山県議会議員】 髙橋 徹（岡山市中区） 

【  UAゼンセン 】 日下部 雅淑（岡山県支部 次長） 

【  N C C U  】 磯部徹（総支部長） 

 

岡山県が、介護保険制度の改正を踏まえて新規に行う予定の「介護生産性向

上推進総合事業」に関連して、髙橋議員からの要望を受けて、介護職員の負担軽

減を目的とした機器・設備の導入状況や、活用状況、課題点等についての意見交

換を行いました。意見交換後、髙橋議員からは、「ICT 化や新しい機器・設備の導

入は確かに必要な部分もあるが、導入さえすれば、即ち、今より少ない人の配置

で良いと判断しては危ういと感じる」「導入に当たっての有用性の検討や、導入後

の職員への教育、トラブルへの対応や 

効果検証など、マネジメントが大変重要。 

でも、介護現場の管理者は、あまりに多忙 

でマネジメントを十分に行えていない状況 

にあると感じている」「ICT化の流れは理解 

するが、丁寧な進め方が必要であることを 

県にも訴えていきたい」との見解を頂き 

ました。髙橋議員とは、これまでも課題の 

共有や解決に向けての取り組みを一緒に 

行っており、今後も連携して活動していきます。 
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～ 今 回 の お 知 ら せ ～  

１．岡山県の 髙橋 徹 県議会議員（中区）と、 

   意見交換を行いました！  

２．広島市健康福祉局と意見交換・要望を行いました！ 

 

髙橋議員との意見交換 

髙橋 徹 県議会議員 
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２．広島市健康福祉局と、 

管理者の「専従義務」と「兼務」について、 

意見交換、及び、実態の把握・改善を要望しました。（1/31） 

【広島市健康福祉局 高齢福祉部介護保険課】 

    谷田 知之（課長）、清水 幹雄（事業者指導・指定担当課長）、ほか 

【広島市議会議員】 丸山幸一郎（安佐南区） 

【  UAゼンセン 】 香西真（広島県支部長）、山守宣生（常任） 

【  N C C U  】 山田勝也（広島支部長）、磯部徹（総支部長）、久保直樹（常任） 

 

昨年、組合で実施したアンケート結果などから、管理者が、人材不足などにより

兼務している業務等に追われ、管理業務を行う十分な時間を取れず、管理業務に

支障をきたしているケースが多い実態を伝えました。管理者の大半は、管理業務

を行う時間を担保することが、管理者自身のモチベーション向上や、職員の採用・

定着に寄与すると回答している実情を伝え、管理者業務を行う最低限の時間数や

兼務業務に従事する上限の時間数を設けるなど、具体的な目安が必要と訴えまし

た。広島市は、 

「広島市としても、丸山市議会議員よりご意見を頂いていることもあり、自主点検

表や運営指導等で丁寧な聞き取りに務めていますが、管理業務に支障が出てい

るほどの兼務状況が多くあるといった認識までには、現状、至ってはいません」 

 「ご意見の通り、管理業務をしっかり行っていただくことの重要性は、広島市も良

く理解していますが、今春の介護保険制度の改正においても、管理者の兼務要

件が緩和されるなど、とても難しい方向にあるのが悩ましいとも感じています」 

「ただ、NCCUの皆様方のご意見のとおり、管理者がきちんと管理業務を行うこと

はとても大切なことなので、こういった意見交換での声を大切にしながら、丁寧な

状況把握に努めたいと思います」といった主旨の見解を示しました。  （次頁） 

広島市役所にて健康福祉局と意見交換 

丸山 幸一郎 

市議会議員（安佐南区） 
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NCCU中国・四国総支部行き ／ ＦＡＸ０８２－５６７－６７９０ 

NCCUニュース 中国・四国総支部のみなさんへ ～第 85号～ 

★みなさんの意見をお聞かせください。 

事業所名： 職種： 
氏名： 

 ※匿名でも結構です。 

 

 

 

■ご相談やご質問などは、NCCU中国・四国総支部 まで直接ご連絡ください。 

※上記意見欄の個人情報は組合の活動にのみ利用することとします。TEL：082-568-6789 

 分会ニュースの組合員意見欄に記載された個人情報の取扱いについて(簡易型) 

私は分会ニュースの組合員意見欄に記載した個人情報の取り扱いについて、『NCCU の個人情報保護方針・個人

情報の取扱い(NCCUホームページに記載)』に同意します。 

 

NCCUからは、以下のような声も多い事も伝え、 

 

・公に『管理業務に支障が出ている』といった主旨の回答をすれば、その後の対

応が大変になるだけので、なかなか実情は回答しにくい」 

・居宅の管理者ケアマネが、管理者をしていないケアマネと同様の 35件のプラン

を持たされることができるルールは理屈としておかしい」 

・兼務させるなら、管理業務や兼務業務に一定の時間数の取り決めが必要 

 

他の自治体、例えば愛知県名古屋市などでは、管理業務の重要性を踏まえ、 

「管理者が別の職種と兼務している場合、基本的には 1日の従事時間の半分以

上は管理業務に従事すること」 

と、定めているように、広島市でも一定程度の目安となる時間の設定が必要だと

訴えましました。 

 

UAゼンセン広島県支部の香西支部長からも、「介護現場の人材不足、労働条件

や労働環境の改善は待った無しだ。広島市が、介護保険制度の流れや広島県

の考えに準ずることも分かるが、広島市が率先して改善を図り、『広島市に人材

が集まり、定着していくような環境を作るんだ』という気概を持って、取り組んで欲

しい」といった主旨のことを強く要望しました。NCCUは、今後も各級議員や UA

ゼンセンと連携を図り、課題解決に向けての取り組みを継続していきます。 


